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We made a questionnaire survey to find out the valuation and thinking about the 
living environment by the people who live in Fukui Prefecture. The content of 
our survey has following 20 items; household income， housing condition， road and 
parking， public甘ansportation，compu1sory education， higher education， lifelong 
education， local employment， commercial facilities， medical facilities， welfare 
facilities， cultural facilities， sport facilities， amusement facilities， environment of 
agriculture， forestry and fishery， local industry， Inviting of other industry， natural 
environment， traditional culture， organization of community. 
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美山)J r海岸地域(越前、越廼)J r原発地域(大飯、高浜)Jの4地域を設定し、合計 1500世帯
(福井市~-3 0 0世帯、その他町村 200世帯)に対して現地投函によってアンケート用紙を配布し、
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続いて、生活環境の最近5年ほどの変化についての評価を 3段階で問うた結果が図 6である。 v
こから以下の上うな特性を読みとることができる O
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まで記入)から、「第 1位j と f第3位までの合計値Jr第5位までの合計値Jを示したものが図 7













③ 「第 5位までの合計値Jについては、「第 1位j トップ項目と I医療関係Jr福祉環境j がし、ず
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続いて生活環境要望(第 1位および第 3位までの合計値、第5イ立までの合計値)の上位 7項目を
地域別・階層別に示したものが凶 10である H
① 「第 1位j については、全階層ともトップは「所得Jであり、また 2位以下についても順位に
変動はみられるものの「道路・駐車場Jr住宅水準Jr医療環境Jr福祉環境Jr自然環境Jの5項H




















( 1 ) 生活環境不満度の相対比較








所得 住宅 道路 公共 穣務 高等 生涯 就業 商業 医療 福祉 文化 スポ レ 麗林 地場 企業 自然 伝統 組織ツ ジャー
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市
Jクl-サl 
参加 O • 非参加 O • 4旨産 地場指向 • O O 向業 誘致指向 O O O O O • • O O • O • 悲憤に不遜Irやや不適lの合併合T相手事10ポイシトじIトト1ii1.l， ()聞にどf)ボイツトじI卜卜回忌図 11 階層別にみた生活環境の評価
最近の変化
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凶 12 階層)Jにみた生活環境変化の評価
然環境Jr伝統文化Jの3項目では地場産業指向の者の不満が高いが、 f商業Jr医療Jrレジャー」











が l~lJ くなっているの「自然環境J について 1.1，大都市出住経験あり層およびグノレープ活動参加届での
210 
要望第一位
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凶 1:~ 階層日Ijにみた午前環境要望(第 l位)
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( ~3 ) 生活環境要望の相対比較
続いて、生活環境への要望(第 1位お上び第 5位までの合計値)について、階層間の差ω大きさ
を示したものが図 1:3，凶 14で、ある。
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関 15 階層別にみた価値意識

















r (市町村よりも)国県指導性j という逆転した傾向もみられる O
② r (家族よりも)個人指向jが強いのは若年齢層、非地元出身者であり、女性、大都市居住経験






















③ これらの生活環境評価の背景ーにある価値意識については、 r(貯苔よりも)生活指向Jr (仕事上
りも)生活指向Jr (都市化上り{))伝統自然個性化指向Jr (行政主体上りも)住民主体Jr (国県指
導性上りも)市町村主体性Jが大半を，1;-めるなど、豊かな生活を主体的に切り開こうとする兆しが
何われるが、一方では r(個人よりも)家族指l[JJ r (共同化よりも)公共化指向j という家族・行政
依存指向も大半を，l:iめており、自立的な価値観の未成熟さを物語っている。これを階層的にみても
例えば都市化指向と n立指1[IJが併存し、自然環境・伝統文化指向と依存指向が併存するという上う
に、各階層の中でのそれぞれの未成熟も何われる j こωtうな巾で、「地域の産業jについてiよ「地
場産業指向Jと「企業誘致指r{iJJに分化している点が注口されるが、 一面では「地元住民Jと「よ
そ者Jとの違いに対応しながら、この違いが生活環境評価全体の違いにも深く関わっているの
④ 以 1:の上うな階層的特性を踏まえて地域別にみると、年齢や家族構成、居住経験など|階層構成
そのものにも差(例えば「都rli性Jからみると悩)1:バT>原発地域>海岸地域>山間地域という順序
性)がみられ、グループ活動ωd性格など生活スタイルの地域特性もみられるが、それらの反映とし
ての地域特性のほかに、以ドのような生活環境評価独自ω地域特性の存在を伺うことができる。福
井市では「道路・駐車場Jr公共輸送Jr住宅水準j、山間地域では「医療環境Jr自然環境Jr農林漁
業J、海岸地域では「道路・駐車場Jr自然環境j、原発地域では「所得Jr地元就業機会Jr商業環境J
に対ーする関心・要望が相対的に高いことである日
(ら〉 今回の調査研究では、福井県におけーる地域住民の生活環境評価の静態的かっ極めて基本的な構
造を把躍すーることにとど去っており、これらの発展構造をとらえることと、 )rでiJ、客観的な生
活環境指標(統計デ』ータ)との関連についての考察を加えることを今後の課題としたい1
